
【戦評シート】 

平成 １７年 ５月 ５日（木） 協会名： 能代市 バスケットボール協会 

場 所：能代市総合体育館 記入者：松橋 亨 
 

チームＡ     チームＢ  

 岡山県選抜  ５６ ９３  市立船橋  
    

１３  － ２５ 
１４  －  ２０ 
１２ － ２８ 
１７ － ２０     

   
スターター チームＡ： ８，１１，１２，１７，１８ 
 チームＢ： ５，７，８，１１，１５ 
ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 
(試合開始時) チームＢ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 
 岡山県選抜、市立船橋ともマンツーマンディフェンスでスタート。試合開始早々

互いにシュートを放つが決まらず、市立船橋⑦高橋のジャンプシュートが決まった

ところでゲームが動き出す。岡山県選抜⑧朴がすぐにジャンプシュートで入れか

えしたが、その後市立船橋⑧梁瀬、⑮中山らが次々と得点し、４分経過したところ

で１１－４とリードし、ゲームの主導権を握る。岡山県選抜は、⑰竹原が速攻から

のシュートを２本決めるが、市立船橋は６分経過したところで先発メンバー５人を

総入れかえし、残り４分で⑥中村がポストプレーなど一人で８点をあげる活躍。結

局第１Ｑは、市立船橋が２５－１３の１２点リードで終了。 

 第２Ｑは、序盤、岡山県選抜が⑯藤田のジャンプシュートや④平石の３ポイント

などが決まり、３分経過したところで２３―２８と５点差まで詰め寄る。しかしこの後

市立船橋は、⑩石田、⑦高橋の速攻、⑮中山のポストプレーなどで次々と得点

し、７分経過したところで４０－２５と突き放す。また、第２Ｑ終了間際にも⑦高橋の

ジャンプシュートなどで加点。前半は、市立船橋が４５－２７とリードを１８点に広げ

て終了。 

 第３Ｑは、開始早々から市立船橋④福田のジャンプシュートや⑥中村のポストプ

レーが次々と決まり、３分経過したところで５３－２７と試合の大勢がほぼ決まって

しまった。結局、このＱも１０分間安定して得点を重ねた市立船橋が７３－３９とさ

らに差を広げて終了。 

 第４Ｑに入り、市立船橋は控え選手からのスタート。序盤の３分間は互いに得点

の入れ合いが続いたが、中盤、岡山県選抜⑪藤原のゴール下、⑩藤井のカットイ

ンなどが連続して決まる。しかし、このＱも終盤⑰神の３ポイントなど安定して得点

を重ねた市立船橋が９３－５６で快勝した。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


